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ノ
ニ
シ
テ
、
既
二
報
告
セ
ル
如
ク
生
騰
内
ニ
ハ

此
ノ
際
極
重
テ
重
大
ナ
ル
愛
化
ヲ
來
シ
ツ
・
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
カ
・
ル
状
態
二
於
ケ
ル
動
物
二
封
シ
糖
液
ヲ
注
射
ス
ル
ニ
細
心
ノ
注
意
ニ

モ
不
拘
、
「
カ
ヘ
キ
シ
ー
」
様
ノ
症
状
ヲ
呈
シ
、
死
亡
ス
ル
モ
ノ
多
キ
モ
・
幸
二
目
的
ヲ
達
シ
タ
〃
上
記
ノ
例
二
項
キ
テ
観
ル
ニ
注
射
ヲ
開
始

　
　
　
　
原
　
著
　
　
長
谷
川
1
1
實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
關
ス
ル
知
見
補
遺
（
第
二
回
報
告
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
一
七
ー



（IS54）

　
　
　
　
原
著
　
長
谷
川
H
實
瞼
的
膵
糟
尿
病
二
關
ス
〃
知
見
補
慧
（
第
ご
回
報
告
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
入
ー

ス
ル
や
一
時
血
糖
ハ
釜
々
下
降
シ
第
三
例
ノ
如
キ
ハ
○
・
輸
入
ノ
如
キ
著
明
ナ
ル
低
血
糖
ヲ
來
セ
リ
、
然
ル
ニ
、
此
ノ
動
物
二
於
ク
ハ
勿
論

何
レ
モ
、
寡
血
糖
症
朕
ヲ
呈
シ
タ
ル
ヲ
見
ズ
。
只
ダ
食
慾
極
メ
プ
直
進
シ
、
多
量
ノ
水
分
ヲ
撮
取
シ
、
尿
量
増
加
ス
ル
ニ
到
レ
ル
ノ
ミ
。

云
フ
迄
壬
ナ
ク
血
糖
量
／
如
何
ノ
ミ
ヲ
以
テ
痙
攣
ヲ
起
シ
或
ハ
起
サ
“
ル
標
準
ト
ナ
ス
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ハ
ピ
・
一
咤
毛
筆
ハ
㊥
竹
田
氏
等
ノ

實
験
ニ
ョ
リ
テ
モ
明
カ
ナ
ル
モ
「
イ
ン
シ
ュ
フ
ン
」
ニ
ョ
ル
痙
攣
四
肢
ノ
「
バ
レ
ー
ぜ
」
等
ハ
純
然
タ
ル
膵
「
ホ
ル
モ
ー
ン
」
ノ
作
用
二
非
ズ
シ

タ
、
不
純
ナ
ル
挾
雑
物
二
因
ス
ル
ナ
ラ
ン
ト
ノ
考
ヘ
ハ
⑥
団
ゴ
じ
犀
等
ノ
説
二
同
意
シ
得
ル
モ
、
氏
ノ
裕
フ
ル
、
膵
「
ホ
ル
モ
ー
ン
」
ハ
決
シ

テ
正
常
以
下
二
血
糖
ヲ
下
降
セ
シ
ム
ル
毛
ノ
ニ
非
ズ
L
ト
ス
ル
鮎
二
關
シ
プ
ハ
猶
特
別
ノ
實
験
ヲ
要
ス
ル
毛
ノ
ト
考
ヘ
ラ
ル
。
閏
q
爵
　
昌

ヨ
レ
バ
「
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
」
ハ
雪
叩
A
、
B
、
二
種
二
別
タ
レ
、
A
ハ
血
糖
ヲ
下
降
セ
シ
ム
ル
モ
決
シ
プ
、
正
常
以
下
二
來
ヴ
シ
ム
ル
コ
ト

ナ
ク
、
B
ハ
却
ッ
テ
血
糖
ヲ
上
昇
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
長
ク
注
射
ヲ
績
タ
ル
ト
キ
メ
途
二
動
物
ハ
、
「
カ
ヘ
キ
シ
ー
」
工
陥
ジ
、
全
身

浮
腫
ヲ
登
シ
テ
死
ス
ト
云
フ
。
血
糖
ヲ
異
状
二
下
降
セ
シ
メ
、
痙
攣
等
ヲ
登
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
、
挾
雑
不
純
物
二
野
ス
ト
ナ
セ
リ
。

　
カ
ク
シ
プ
、
…
糖
注
射
ヲ
一
斗
シ
ツ
・
ア
ル
十
二
血
．
糖
…
の
颪
同
ピ
上
ロ
升
シ
約
一
一
三
箇
月
ニ
シ
ヲ
、
原
値
、
或
ハ
其
レ
以
上
二
達
ス
ル
モ
ノ

ア
リ
。
此
レ
糖
墨
入
ノ
結
果
「
グ
リ
コ
グ
ー
ン
」
ノ
成
生
ヲ
増
加
シ
血
糖
償
ヲ
上
昇
セ
シ
メ
タ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
ト
目
蒲
毛
普
通
二
考
ヘ
ラ
ル
・

所
ナ
ル
モ
、
膵
切
除
後
一
時
血
糖
下
降
ス
ル
頃
ニ
ハ
、
「
グ
リ
コ
グ
ー
ン
」
ノ
出
動
ヲ
膵
機
能
充
進
ニ
ョ
リ
タ
抑
制
ス
ル
モ
、
異
状
ナ
ル
壇

加
ヲ
來
ス
コ
ト
ナ
ク
、
「
グ
リ
コ
グ
ー
ン
し
蓄
積
ノ
除
地
猶
相
等
二
存
ス
ル
ヲ
以
プ
、
此
ノ
際
二
見
ラ
ル
、
「
グ
リ
コ
グ
ー
ン
」
ノ
出
動
ハ
即

チ
、
膿
内
二
於
ケ
ル
膵
「
ホ
ル
モ
ー
ン
」
ノ
偉
力
減
弱
ヲ
意
昧
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
カ
ト
考
ヘ
ラ
ル
。

　
果
然
後
述
ス
ル
如
ク
、
「
グ
リ
コ
グ
ー
ン
」
含
有
量
ヲ
検
ス
ル
モ
、
正
常
範
團
内
二
存
ス
ル
ヲ
以
プ
見
レ
バ
盆
ル
該
想
像
ノ
無
意
義
二
非

ザ
ル
ヲ
知
ル
。

鳩
劃
照
實
験

（



職

例　　ご　　第 例　　一　　第

Nr．1詔 動物番號 Nr．17 動物番號

0，092
o杢25／XIII前

ﾂ
0，OS8
o聖wVIII前

ﾂ
Ω」】3 3／1X 0，115 13／VI五1

り，083 15／IX 0，099 30／VII正

0，⑪92 20／IX 0，077 ！0／IX

0，089

　　　注此
@　　射ノ
R0／1Xチ日
@　　始ヨ
@　　ムリ

0，079 15／IX

0，065 1／X

0，072 7／X 0，072 20／X

0’069 20／X 0，060 3／XI

0，075 30／X 0，059 25／XI

0，070 5／XI 0，068 6／XII

0073 20／XI 0，072 ％ノXII

0，077 20／XII 0，077

o
些
　
5
／
1
毛

0，073 29！1

0，07δ 10〆II

一

0．07【1 19／工1

三
六
日

日　始　注

~　迄射
@　ノ　開

i
日　始　注

~迄　射
@　ノ　開

一
一
一
日

迄　　注
m　　射

@箏

霊
八
日

ノ　　殺

冝@　ス

~　　i迄

此
ノ
場
合
二
於
プ
ハ
第
一
例
ハ
血
糖
幾
分
減
少
シ
、
食
慾
山
几
進
ス
ル
モ
約
五
箇
月
ノ
縄
過
中
二
於
プ
、
血
糖
ノ
上
昇
ス
ル
が
如
キ
状
態

ヲ
呈
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
第
二
例
二
身
ク
ハ
糖
注
射
ノ
タ
メ
血
糖
多
少
低
下
セ
シ
モ
、
未
ダ
寡
血
糖
ト
稽
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
食
慾
山
几
進

シ
元
氣
旺
盛
ナ
リ
。

（1555）

ラB
　
糖
同
化
力
ノ
愛
化

（

の
本
實
験

　
（
　
　
第
　
一
　
例

　
　
原
　
著
　
　
長
谷
川
1
1
實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
關
ス
ル
知
見
補
遺
（
第
二
回
報
告
）

一
｝
九
ー
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原
　
　
著
　
　
長
谷
川
目
實
験
的
膵
糖
尿
病
二
關
ス
ル
知
見
補
逡
（
第
二
回
報
告
）

1
＝
一
〇
1

號番♀翫liTr・號番♀

　
し
り

膿
重
冠
　
（

入
・
五

七
・
三

七
・
○

九
・
○

九
・
九

10／XII祷124／XII20／XII6／II20／III

第
二
例

　
　

封
目
託
　
（

九
・
0

八
・
七

10／XI20／XII

糖
　
　
　
匠
　
　
　
仕
　
　
　
力
　
　
　
試
　
　
　
験

ヨ
　
リ
實
ノ
日
数

前
　
一
墜
。
分
」
後
胤
。
分
」
後
九
雰
属
一
筆
一
後
天
。
分

備
　
　
　
考

三
九
二
六
）

O
・
O
畿

？
三
〇

？
三
五

〇
二
〇
五

？
〇
九
〇

？
〇
九
八

。
五
日
九
二
六
）

？
O
究

？
三
五

？
9
三

？
〇
四
〇

O
・
9
充

　
一
？
．
四
㌦
ノ
日
ヨ
り
注
　
諭
チ
始
ム

十
五
日
九
二
六
）

？
〇
三
八

？
〇
四
〇

？
〇
三
〇
　
一

　
…
．
？
．
圏
一
？
．
國
五
㎝

？
O
八
O

〇
二
興
二

O
・
O
圭

？
〇
九
二

O
・
0
輩

〇
二
〇
〇

い
八
日
九
二
七
）

O
・
＝
O

〇
二
五
八

？
δ
O
・

垂　
H蓋　

`

？
δ
八

♂

1

九　十 九　前 ノヨ
二　　六

ﾜ　　日
霊 起り

） ） 数實

？ 守

前

塞 皐
『　　　　　　　　　　　暫一

一
粟

？
一
二

？
三

昌
分

糖

九 ＿＿翌一

｝
後

同

O
・
〇
五

？
三

露
分 仕

出 五

O
・
〇
五

？
δ

F　　＝

U
巻
分

力

。 五 試

一
後

ε ε

暮
分 験

七 九
八 五

一
後

£ 呈
碁
分

菖 i　δ

射此
J　ノ 備

始　日
ス　　ヨ

@珪 考
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匂

軌
臨
N

九
・
充

後
五
十
九
H
（
取
一
九
二
山
ハ
）

O
・
O
毫
　
　
　
響

O
・
暑
二

O
・
〇
七
二

O
・
〇
六
〇

？
〇
六
五

？
O
老

一
〇
。
八

？
宅
ご

？
ご
6

？
＝
O

？
〇
七
五

？
O
金

？
〇
九
五

二
・
○

〇
二
〇
〇

〇
二
子

〇
二
〇
八
　
　
　
　
」

？
三
七

？
O
八
五

第
三
例

　

糖
　
　
　
同
　
　
　
仕
　
　
　
力
　
　
　
試
、
　
　
隷

一

番
號

　
）
鷺
重
虹
　
（

手
術
ヨ
リ
實
雨
雪
ノ
日
賦

前

後
園
〇
分

後
六
。
2
後
九
〇
分

後
三
〇
分

俵
ズ
O
分

備
　
　
　
考

一
〇
。
五

　
前
（
μ
九
二
六
）
4

？
〇
九
五

？
三
九

　
一
？
三
〇

〇
二
〇
五

？
〇
九
〇

？
O
究

九
・
八

？
O
聖

？
二
五

？
O
蹴
O

？
〇
三
九

O
・
O
異

O
・
〇
四
八

♀
器
翫

九
・
O

O
・
〇
二
八

？
〇
三
五

O
。
9
天

O
。
9
冗

O
・
9
山
り

一
〇
・
八

O
・
O
畿
　
　
　
〇
二
四
〇
　
…

O
・
δ
三

O
・
＝
一

？
0
八
八

？
〇
九
八

＝
丁
七

O
。
＝
五

〇
二
子

？
三
八

？
菌
O

？
三
〇
　
、

？
コ
三

原
　
著
　
　
長
谷
川
囲
實
瞼
麟
膵
糖
尿
病
二
關
ス
〃
知
見
補
遺
（
第
二
回
報
告
）

ー
コ
＝
1



　
　
　
　
　
　
原
著
　
長
谷
川
日
實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
關
ス
〃
知
見
補
遺
（
第
二
団
報
告
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
一
二
二
一

鋤
．
　
以
上
三
例
ヲ
逓
覧
ス
ル
ニ
手
術
後
一
箇
月
頃
ヨ
リ
糖
同
化
力
ノ
特
異
ナ
ル
墾
化
ヲ
來
ス
ハ
襲
二
④
余
ノ
螢
表
セ
ル
所
ト
同
檬
ニ
シ
一
7
極

㎝
メ
輩
時
間
ニ
シ
’
ノ
・
食
餌
性
血
糖
上
昇
ハ
去
り
・
誓
言
ッ
テ
從
前
ノ
慣
以
下
ト
ナ
ル
・
即
チ
の
レ
ニ
曾
ノ
第
二
型
ノ
隷
ヲ
呈
ス
。

　
　
　
然
ル
ニ
此
レ
ニ
糖
ヲ
注
射
ス
ル
ト
キ
ハ
一
時
非
常
ナ
ル
低
血
糖
償
ヲ
示
シ
、
加
フ
〃
二
糖
液
撮
収
後
ノ
血
糖
上
昇
殆
ン
ド
ナ
キ
ニ
到

　
　
ル
。
カ
・
ル
注
射
ヲ
更
二
績
ク
ル
ト
キ
ハ
血
糖
慣
モ
漸
次
上
昇
ス
ル
ト
共
二
糖
液
撮
…
取
後
ノ
血
糖
上
昇
比
較
的
著
明
ト
ナ
ル
モ
猶
血
糖
ノ

　
　
降
下
ハ
一
般
二
速
カ
ニ
シ
テ
前
述
第
二
型
ノ
如
キ
曲
線
ヲ
呈
ス
、
時
二
過
血
糖
ノ
下
降
甚
ダ
遽
延
ス
ル
が
如
キ
場
合
ヲ
モ
認
メ
ラ
ル
。
帥
・

　
　
チ
、
一
見
シ
テ
正
常
二
物
二
比
較
ス
ル
ト
キ
肝
煎
シ
ク
糖
同
化
力
ノ
減
弱
ノ
状
認
メ
ラ
レ
ザ
ル
毛
同
一
動
物
二
就
キ
當
初
二
起
レ
ル
、
異

　
　
状
ナ
ル
充
進
状
態
ト
比
較
ス
ル
ト
キ
ハ
、
漸
次
減
退
ノ
機
運
二
向
ヘ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
想
像
ス
ル
毛
敢
プ
不
可
ナ
カ
ラ
ン
カ
ト
考
ヘ
ラ
ル
。

　
　
　
　
　
句
甥
照
實
験

　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
例

糖
　
　
　
同
　
　
　
仕

丁
號

　
）
睦
重
舐
　
（

手
術
ヨ
リ
下
馬
迄
ノ
日
撒

前
　
冨
三
。
分
一
後
脚
〇
分

入
・
二
五

　
前
m
（
邸
一
九
二
六
）
比

O
・
O
八
（

O
・
三
五

？
三
〇

♀
π
臨

七
・
八
八

O
・
〇
六
〇

〇
二
喜

？
O
《

入
・
九
〇

？
〇
七
冒

〇
二
五
七

？
〇
七
〇

九
・
入

俵
一
五
八
日
－
吻
九
二
七
）

O
・
〇
七
〇

？
三
夕

後

き

分

後

奏
分

後

唄
分

力

試

？
≡

？
O
老

？
O
八
八

O
・
O
豊

？
O
究

？
O
蛮

O
・
〇
七
二

？
O
八
七

？
O
八
八

？
〇
六
〇

？
O
ぎ
．

O
・
O
空

備

考



　
此
ノ
場
合
約
二
箇
月
二
二
於
テ
一
驚
撮
取
後
速
カ
ニ
血
糖
下
降
シ
、
特
異
ナ
ル
艶
態
ヲ
呈
ス
ル
理
屈
ル
、
カ
・
ル
状
態
の
約
五
箇
月
ノ

後
二
於
ク
モ
同
様
ニ
シ
タ
、
未
ダ
糖
同
化
カ
ノ
減
退
シ
始
メ
タ
ル
徴
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
能
の
ズ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
二
　
例

Nr． 19・

八
。
五

九
。
O

一
〇
・
二

一
〇
・
八

　　2〔ソx工1後

　九　一

　六　　日
　）

　　
2⑪ノXI後
　一一　入
　九　十

き吾

　ハ
30／IX後

九　午
　二　　五
　六　　日
　）

　　25／V工II

　九　前
　三

　c

糖
　
　
　
同
　
　
　
化
　
　
　
力
　
　
　
試

瞼

サ
實
日
籔

前
　
疲
三
。
分
　
　
1

後
山
＾
雰
疲
九
。
分
属
三
。
2
讐
八
雰

備
　
　
　
考

　
一
二
六
）

？
O
聖

？
三
五

？
三
〇

O
・
O
八
五

〇
二
〇
〇

？
〇
九
〇

五
日
二
六
）

O
・
O
究

O
・
吾

〇
二
〇
〇

？
〇
九
〇

？
O
八
八

　
引
日
ヨ
リ
？
〇
九
九
　
注
射
チ
始
ム

五
日
二
六
）

？
〇
七
二

〇
二
三
七

？
三
〇

O
・
三
五

？
＝
八

？
三
〇

一
日
二
六
）

O
・
〇
七
七

？
二
三

〇
二
8

？
〇
九
〇

O
・
O
金

O
・
〇
七
二

　
　
此
ノ
例
二
型
プ
ハ
、
膵
二
見
創
ヲ
施
Ψ
タ
ル
毛
ノ
ニ
シ
テ
、
糖
同
化
カ
ニ
於
プ
一
群
一
箇
月
言
開
縁
偽
化
ナ
ク
糖
液
注
射
開
始
後
約
二
箇

　
月
頃
ニ
ハ
一
時
多
少
減
退
シ
約
三
箇
月
頃
ニ
ハ
却
ッ
テ
多
少
草
市
セ
ル
が
如
キ
戚
ア
リ
。
要
ス
ル
ニ
男
照
例
二
於
プ
ハ
、
何
レ
モ
末
期
二

　
到
り
糖
同
化
カ
ノ
減
退
ヲ
窺
知
ス
ル
が
如
キ
状
態
ヲ
呈
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。

　
　
ラ

　
　
三
、
臓
器
呼
吸
ノ
攣
化

㎜
（
㈲
本
實
験

　
　
　
　
　
原
　
著
　
　
長
谷
川
四
實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
關
ス
〃
知
見
補
逡
（
第
二
回
報
告
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
三
i
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原
　
著
　
　
長
谷
川
“
實
瞼
的
．
膵
糖
尿
病
二
關
ス
〃
知
見
補
遺
（
第
二
回
報
告
）

一
一
二
四
一

動
物
番
號

Nr・　5N’r，　9NTr．23

雫
　
　
均

　
　
ラ

二
重
砥

　
　
（

四

九
・
九
♀

＝
・
O

♀

毫
マ

＝
・
二

手
術
ヨ
リ

ノ
日
敷

＝
四
入
日

一
五
五
日

一
七
〇
目

一
五
七
日

　
　
　
臓
　
　
　

器
　
　
　
呼

肝
畳
肺
一
心
筋
一
脾
　
吸
一
墜
甲
状
腺
可
腎

一
壼

三
〇

三
就一

δ

藍
八

八
O

玉
九
。

一六

Z
冥
O

八
。

八
三

蓋
五
　

　
一
　
　
一
r

；
丑
　
逸
　
吾

巻

一〇

Z
三
五

＝
七

四
七

三
△

七
ハ
賞
八
。

男

＝
O

磁
O

三
十

「
　
　
七
三

発五
穴

八

備

考

此
レ
ヲ
正
常
動
物
ノ
呼
吸
作
用
ト
比
較
ス
ル
ニ
一
般
二
早
々
充
進
セ
ル
が
如
キ
戚
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
プ
特
二
内
分
泌
臓
器
ノ
機
能
冗
進
或

ハ
減
…
退
等
ヲ
謹
明
セ
ズ
、
此
レ
膵
ノ
部
分
的
切
除
ヲ
施
シ
タ
ル
儘
生
存
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
比
シ
、
著
明
ナ
ル
相
違
鮎
ナ
リ
ト
ス
。

ラ
B
　
剰
照
實
験

（

動
物
番
號

　
波
　
N

　
1
9

　
M

重

（託）

性

九
λ

δ
λ

♀♂

手
術
ヨ
リ

ノ
日
敷

一
五
八
日

一
一
一
日

些一
三
〇

＝
皿

　
三型
竺

一
六
七

一
茜

三
五宝

器心
〔

一
二
〇

δ
O

四
九

o

o

プ』

筋

脾
呼

吸
膵
可
状
墨
副
腎

九　

ｪ
九

－
七
三

宅

　
へ三

δ
』

切 備
除
後

放
‘置

考

此
ノ
場
合
二
於
プ
ハ
、
切
除
後
生
存
セ
シ
メ
置
キ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
副
腎
甲
状
腺
、
膵
ノ
残
部
等
ノ
充
進
ア
リ
、
肺
ノ
減
退
ア
ソ
、
其
他

一
般
二
型
忌
日
寛
進
セ
ソ
、
即
チ
、
内
分
泌
系
統
二
面
シ
キ
鍵
化
來
レ
ル
ヲ
見
ル
、
軍
二
糖
ヲ
注
射
シ
タ
ル
例
二
野
プ
ハ
、
一
般
騨
一
輕
度

二
山
几
進
ス
ル
モ
内
分
泌
系
統
ノ
獲
化
ナ
シ
。
以
上
ヲ
曲
線
ニ
ト
レ
バ
次
ノ
如
》
。
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’

原
　
著
　
　
長
谷
川
1
1
實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
關
ス
〃
知
見
補
撞
（
第
二
回
報
告
）

一
＝
“
六
一

一
　
　
　
　
臓
　
　
器
　
　
鯖

糖
　
　
作
　
　
　
用

動
物
番
號

　
　
　
　
　
　
）
口
重
竃
　
　
　
　
　
（

性

手
術
ヨ
”
ノ
日
数

白
血
墜

肝

腎

一
二

一
心

筋

脾

膵

二
一
腺

副
腎

備
　
　
考
（
時
間
）

a
M

九
・
九

♀

茜
八

珈
1
5

〇
二
誠
9
？
一
三
〇
〇
二
δ
O
・
δ
O
O
・
＝
三
〇
・
δ
O

〇
二
五
〇
？
＝
八
？
δ
四
？
δ
四
〇
・
O
究
？
O
八
二

？
一
吾
？
三
〇
？
三
五
？
＝
O
？
〇
九
二
〇
・
完
O

？
一
吾
？
O
八
九
？
〇
九
〇
？
O
八
O
O
・
O
夫
？
0
八
O

　
　
前
後
一
時
間
後
二
時
間
後
三
時
間
後
高
時
間
後
五
時
間

伍
M

一一

E
O

♀

三
轟
一

㎜
2
1

O
・
一
三
〇
〇
・
弐
O

？
三
〇
？
二
〇
？
＝
O
？
〇
九
〇
？
O
八
二
？
O
八
O

？
三
〇
〇
二
〇
〇
〇
。
δ
三
〇
・
O
究
O
・
O
八
八
？
O
合

？
三
〇
？
完
O
？
O
巻
O
・
O
（
七
？
O
豊
？
〇
六
五

　
　
前
後
一
暗
間
後
二
時
間
後
三
時
間
後
四
時
間
後
五
時
間

器
M

三
毛

♀

一
七
〇

謝
1
8

？
一
審
〇
二
重
〇
二
九
〇
〇
三
三
〇
〇
三
八
O
O
・
至
五

〇
二
毫
？
三
乱
？
三
八
〇
二
δ
〇
二
〇
〇
〇
・
晃
孟

〇
二
丁
O
・
一
三
〇
．
．
三

　　

@　

@　

@　

@　
@　

〇
二
蓋
O
⊥
O
八
〇
二
三
？
δ
五
？
〇
九
二
？
〇
九
〇

〇
二
豊
O
。
三
〇
〇
・
三
撹
〇
二
三
？
δ
O
O
・
δ
O

0
⊥
舞
O
・
一
三
〇
二
〇
八
？
〇
九
二
？
O
八
O
？
〇
七
三

　
　
前
後
一
時
間
後
二
時
間
優
三
時
間
後
四
時
間
後
五
時
間

此
ノ
場
合
二
塁
テ
肝
ヲ
除
ク
諸
ベ
ク
ノ
臓
器
二
戸
テ
糖
ノ
減
少
著
明
ニ
シ
テ
正
常
動
物
二
於
ケ
ル
ト
大
差
ア
ル
ヲ
認
ム
、
帥
チ
恐
ラ
ク

ハ
解
糖
作
用
ノ
充
進
ヲ
意
地
ス
ル
．
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
ル
、
肝
二
野
プ
ハ
、
其
ノ
保
有
ス
ル
多
量
ノ
「
グ
リ
コ
ゲ
ー
ン
」
ガ
糖
化
ス
ル
ヲ
以
ヲ
以



上
ノ
關
係
ハ
窺
知
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。

　
　
ラ

　
　
B
鍋
照
實
験

　
　
（

臓
　
　
器
　
　
解
　
　
糖
　
　
作
　
　
用

動
物
番
號

　
　
）
艦
引
引
　
　
（

性

手
術
ヨ
可
ノ
日
数

白
血
球

肝
　
　
腎
　
　
肺

心

筋

脾

　
一
膵
耳
状
腺
副
腎

備
　
　
考
（
時
　
間
）

凱
臨

九
λ

♀

三
八

㎜
2
3

〇
二
吾
？
一
九
七
？
量
菰
・
O
・
爵
O
O
三
八
O
O
∴
昌
き

〇
二
吾
？
三
八
O
。
三
八
〇
二
〇
八
？
＝
O
O
二
呈

〇
二
吾
〇
二
四
五
〇
・
三
五
？
三
〇
？
＝
九
〇
二
；

？
量
O
？
三
冠
O
・
ゴ
三
？
三
曽
？
コ
O
？
〇
九
五

？
一
五
〇
〇
・
西
O
？
三
〇
？
三
〇
？
O
究
？
〇
九
〇

〇
二
吾
O
・
ご
O
O
二
亮
？
O
巻
〇
二
〇
五
？
O
八
O

　
前
後
一
時
間
後
二
時
間
後
三
時
間
後
四
時
間
後
五
時
間

鳳
漁

お
・
八

♂

二
一

㎜
備

？
三
〇
〇
二
三
？
δ
八
O
・
量
O
O
三
四
〇
〇
三
八
八

？
三
〇
〇
二
重
O
・
＝
五
〇
二
〇
〇
〇
二
冒
？
〇
九
〇

？
三
〇
？
二
九
〇
・
三
〇
？
δ
八
〇
二
〇
〇
〇
二
〇
〇

O
。
三
〇
〇
・
三
九
？
三
〇

？
え
．
二
呈
…
？
三
三
　
　
㎜
？
＝
（
O
⊥
霊
？
O
究
？
δ
。
夏
？
晃
七

？
三
．
「
．
．
三
．
？
亀
；
？
三
．
　
？
＝
．

O
・
三
〇
？
ラ
δ
〇
二
〇
四
？
一
西
〇
二
〇
七
〇
・
晃
O

？
三
〇
？
O
突
？
究
O
？
一
8
？
〇
九
ゴ
？
〇
七
〇

前
後
一
時
間
後
二
時
間
後
三
時
間
後
四
時
間
後
五
時
間

（IS6S）

此
ノ
場
合
二
身
ク
毛
亦
解
糖
作
用
ノ
充
進
セ
ル
ラ
認
メ
ラ
ル
。
即
ヂ
、
本
土
験
並
ビ
ニ
劃
照
實
験
多
書
、

ノ
ニ
シ
プ
、
膵
部
分
切
除
モ
糖
液
ノ
皮
下
注
射
モ
何
レ
モ
、
該
作
用
ヲ
充
進
セ
シ
ム
ル
毛
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。

ラ五
、
臓
器
「
グ
リ
コ
グ
ー
ン
」
含
有
量

（　
　
M
本
實
験

　
　
（

　
　
　
　
原
　
著
　
　
長
谷
川
齪
實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
關
λ
ル
知
見
補
逡
（
第
二
回
報
告
）

多
少
解
糖
作
用
山
几
進
セ
ル
毛

一
二
七
1
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原
　
著
　
　
長
谷
川
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實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
闘
ス
虚
知
見
補
遺
ハ
第
二
回
報
告
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平 動

Nr　23 Nrβ Nr，5
物
日

均 號

圃 膿

重
＝
・
二

三
毛

＝：

U 寛
（tuT）

♀ ♀ ♀ 性

ノ手
日月
敷ヨ

蓋 宅 量 茜 り

七 o 五 八

血

？ （…）

？ ？ 糖

δ ＝： δ ＝： 量
八 五 o o
5．97 5．99 6．22 5．70 肝

0．7正 0．70 072 0．67 一
腎 一グ

一0．64 0．78 065 0．50 肺 り

一 コ

L20 L32 α08 L20 心

一
ゲ

1．99 L98 2．02 1．99 筋 ｛

ン

0．56 049 0．58 0・63 脾 二
昌

一0．55 0．72 0．42 0あ2 膵
有

量
甲

0．45 0．33 048 0．55 状
腺
一　　儒㎝

0，075 0．08 0．07 ⑪．08 副
腎

此
ノ
場
合
二
於
タ
一
二
々
増
加
セ
ル
が
如
キ
モ
ノ
ア
ル
モ

ラB
　
封
照
實
瞼

（

一
般
二
半
常
範
園
内
二
存
ス
ル
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
ル
。

＝
一
入
i

雫 動

Nr．19 Nr」7
卑勿

ﾔ
均 號

艦

重

一
？
三

苧
八 斐 （冠）

【 ♂ ♀ 性

ノ手
日羽
数量

三 〆＝二 薫 り

四 一 八

血

？ ？ ？
糖

o o o
上3．

豊 老 ぎ 墨

5．43 6．99 4．88 肝

一
0．50 0．68 0．33 腎

｛

一
グ

0．55 0．60 0．50 肺
　
1り

0．86 092 ⑪．80
心1
1ゴ

Pゲ

『㎝p
2．玉6 2．33 L99 鯛i

一1ン
L0．53 0．48 0．58

脾
i
含
一
一

⑪．37 032 0．42
膵；看

＿1量
甲

055 0．55 ⑪．55 状

腺

0，060 1｝．07 O．G5

訂
1
腎
1

　
此
ノ
場
A
買
二
於
プ
モ
何
レ
毛
正
常
肋
胞
關
国
内
ニ
ア
リ
O

　
ラ
　
六
、
膵
臓
ノ
組
織
學
的
所
見

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
從
來
糖
尿
病
二
歳
ル
膵
臓
ラ
氏
島
ノ
愛
化
ノ
標
式
二
子
シ
次
ノ
三
者
ヲ
基
グ
ル
コ
ト
ヲ
得
ペ
シ
、
帥
チ
、
　
一
、
其
ノ
数
量
的
愛
化
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

ニ
減
少
⑤
顛
Φ
δ
霧
σ
Q
雪
目
此
レ
ニ
重
キ
ヲ
置
キ
タ
リ
。
）
二
、
島
自
身
ノ
大
キ
サ
、
三
、
島
組
織
自
己
ノ
愛
性
ニ
シ
プ
此
ノ
ウ
チ
ニ
ハ
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

化
、
硝
子
檬
骨
性
、
細
胞
浸
潤
、
肥
大
、
並
ビ
ニ
水
腫
檬
愛
野
（
陶
O
壷
（
詳
㈹
毛
Φ
軍
5
出
σ
釜
副
5
…
画
o
Q
費
量
覧
）
6
戸
④
と
一
魯
）
等
ヲ
來
シ
得
ル



モ
ノ
ナ
リ
。

　
此
レ
．
等
ノ
憂
化
ハ
病
愛
ノ
輕
重
二
慮
ジ
、
猫
立
二
或
八
相
総
合
シ
プ
來
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
軽
度
ノ
場
合
二
於
ナ
ハ
、
病
愛
部
位
荻
少
ニ

シ
プ
限
局
サ
レ
、
一
数
切
片
」
毎
二
存
ス
ル
双
書
　
ギ
ザ
ル
コ
ト
ア
リ
、
』
即
チ
、
む
慶
①
凱
O
箒
ノ
＜
①
ヨ
Φ
二
豊
川
モ
ノ
ト
解
セ
ラ
ル
。

　
正
常
膵
二
於
テ
、
島
ノ
数
ハ
、
樺
ノ
部
位
ニ
ョ
ソ
ク
大
差
ア
ル
モ
ノ
昌
シ
ナ
一
般
二
、
尾
部
即
チ
、
犬
二
於
テ
ハ
毫
端
二
最
多
数
ナ
ル

モ
ノ
ト
見
微
ず
レ
頭
部
二
於
テ
ハ
殆
ン
ド
島
悉
無
ナ
ル
切
片
ヲ
見
ル
コ
ト
稀
ナ
ラ
ズ
。
從
ツ
プ
其
ノ
曲
一
定
李
方
中
二
存
ス
ル
ラ
氏
島
ノ

数
ノ
ミ
ヲ
箪
定
ス
ル
ハ
償
値
乏
シ
ク
膵
ノ
大
キ
サ
、
及
ビ
重
量
等
ト
罰
比
シ
テ
注
意
深
キ
考
察
ヲ
彿
ハ
ザ
ル
ペ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
ノ
、
其
ノ

土
均
数
一
一
關
シ
プ
ハ
ゆ
国
鼠
σ
霞
0
9
ヲ
置
型
ト
シ
歎
多
ノ
報
告
ア
ル
モ
犬
歯
於
タ
、
例
ヘ
バ
鋤
倉
上
氏
ハ
五
〇
詮
方
粍
中
九
十
三
個
ト
ナ
セ

リ
。
而
シ
タ
全
膵
／
ラ
氏
島
ヲ
連
衡
切
片
二
就
キ
テ
計
算
シ
李
外
数
ヲ
算
出
ス
ル
が
如
キ
ハ
相
等
困
難
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
余
ハ
膵
ノ
同
一
部

分
ヲ
選
定
シ
、
可
及
的
多
数
ノ
切
片
二
就
キ
タ
計
算
李
外
数
ヲ
ト
レ
リ
。

　
共
ノ
場
所
漁
戸
ノ
部
分
的
切
除
一
；
リ
、
脾
端
、
十
二
指
暗
渠
ノ
大
部
分
ヲ
失
フ
ヲ
以
プ
、
其
ノ
鞍
馬
二
於
テ
噺
端
二
近
ク
、
肉
眼
的

二
十
化
ナ
キ
部
分
ヲ
選
定
シ
、
正
常
心
月
於
ケ
ル
同
様
ノ
部
位
ノ
毛
ノ
ト
比
較
セ
リ
。
以
下
何
レ
モ
同
檬
ナ
リ
。
島
ノ
大
キ
サ
ニ
關
シ
，
7

ハ
例
ヘ
バ
鋤
倉
上
氏
ハ
犬
二
於
テ
季
均
長
穫
一
〇
〇
μ
短
穫
⊥
ハ
○
μ
ナ
ン
ト
報
告
セ
ソ
。

　
余
ハ
更
二
大
ナ
ル
モ
ノ
、
中
等
大
ナ
ル
モ
ノ
、
及
ピ
少
ナ
ル
モ
ノ
ー
ニ
ニ
大
別
シ
テ
記
載
セ
リ
。
此
ノ
際
切
片
ノ
厚
ず
ノ
如
何
ハ
島
数
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ニ
其
ノ
大
キ
サ
ヲ
シ
テ
憂
化
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
プ
、
常
二
此
レ
ヲ
一
定
ト
ナ
シ
比
較
セ
リ
。

　
　
的
　
正
常
動
物
膵
臓
組
織
學
的
所
見

　
　
（

（1365）

FNr，2

一 覇
物
番
號

♀ 性

「　　　　一　　一 一
膿

金

重
（
班
）

i二
寸
寸

｝畢　　五 （瓦）

膵二階
重i磐極

7 量 スー
ま （瓦）’レ雄

288×267 大
大

『

139×123 中 キ ラ

48）＜55

訓
　
1 氏
島一宮

140

曾
昌
ノ

旦 所
　組肉正　織眼

性 見

常灯　　：二

状

1

原
　
著
　
　
長
谷
川
闘
實
瞼
麟
膵
糖
尿
病
二
關
λ
ル
知
見
補
遺
（
第
二
同
報
告
）

一
二
九
ー



源
著
　
　
長
谷
川
紐
實
瞼
的
膵
精
尿
病
二
關
ス
ル
知
見
補
遺
（
第
二
回
報
告
）

＝
二
〇
一

（1566）

Nr，　21 Nr。　20 Nr，3

♀ ♀ 舎

奮 ま 豊　　一

天
。
六

量
圭

季
ソ
白

・三 黄
ギ
九

270×268 280×：252 267×26δ

15⑪XI25 14、OX112 】．47xI38

62×58 56Xδ0 56x43

145 130 127

@　Y　一　一

正同

p

正同 正同

〈B）

本
實
験

番 動
Rr．　23 Kr．9 Rr．5

號 物

♀ ♀ ♀ 性

三
・
七

＝：

U 寛

艦
砲
（
既
）

16．5 、14．0 13．5
織膵セ切
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明ン硬二大 所 肉
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葉常澤　’
分二　’型 見 的

同 同

．認増　問メ　殖　質
間
質

膵

ズ　　子　　ノ

ナ丁丁スンチ 縣モナ丁丁 實
同 シニ明’顯モ 粒ゲク管葉 組

攣’小粒ゲ 存1　■攣正
六六六六1 スソチ化常 質 朧

130x60 126£d20 180×220 大 大 織

一
50x43 84×50 50×68 中 キ

〔
17x11 30＞（］5 30＞く25 小 サ

ヲ學
形
i

㌃
ン

o
・85 90 120 §鐸 ゲ

弓 的
3レ

ハ小歪萎 細島ノ大テモ敷 胞空・レムア同島 ノ、 見
融不形少 胞内’小攣ノノ 密胞毛1レ可様二
鰐同ナセ ノノ核不形勘減 准チノニ㌧大 性 ン

所
セア，レル 密結ノ同セナ少 セ認ア丁丁大小 ス

アレ可モモ ：在三二㍉レクア ルム、1ギノ小不 」
モ　、ノノ セ織解濃モ篭り モ，レ’ザ膨不同 氏
ノ核多’
ｶノ門門ス濃’二

・レノセ縮ノ極’
薄蛛fレチアメ特ア殖モ呈」テニ

ノモ原・レ化同ア

Aノ型毛シ肖り
ｵア質ノ陰シ細

島 見

o縮核形 、1ナノス’小大 。り内濃影キ胞
状

1ハ態 。シア・レ核ニナ ㌧縮チモ核
或大ノ 、り毛ノシ，レ 細鷺セ認ノ毛



野
照
實
験

動
物

番
號

Nr．　17Nr．　19

性♀

重

ぐの

　織膵セ切
（9）組・レ除

　織膵国礎
（9）組，レ留

九
・
八

δ
・
八

14，0

1　3．0

膵
が
一

重
一
骨

二
封
ス

ル
比
の

　
（

2．8

三

二

貝

霊肉

　一

見的

大
イ
サ
、
形

態
．
硬
度
色

盲
、
尋
常
小

葉
分
明

同

組

織

学噌フ

　
　
的

ン
　
ゲ
　
ル

－
所

見

問
質

小
葉
内

篇
ビ
腺

間
、
間

質
尋
常

同

庁
　
　
質

小
葉
、
腺

管
、
正
常

チ
モ
ゲ
ー

ン
頼
粒
子

常
同

ス
氏
島

大
　
キ
　
サ

大
一
中
【
小

320　×　290260　x　250

160　x　lle150x130

50x1262×g8

朝
．
墾

性

駿

168138

異
状
二
大
ナ
ル
モ
ノ
、
小
ナ
〃

モ
ノ
混
在
シ
、
細
胞
ノ
大
小
ノ

差
著
シ
ク
、
細
胞
ノ
密
詫
ス
ル

モ
ノ
ア
リ
、
細
胞
核
、
原
形
質

共
二
一
概
ヰ
ロ
尋
常
O

細
一
胞
ノ
密
在
ス
〃
モ
ノ
ア
〃
モ

核
卿
形
質
共
二
尋
常
多
少
大
小

不
同
ア
リ
。

　
　
　
即
、
本
實
瞼
三
管
テ
、
ラ
氏
懸
場
ノ
減
↑
少
、
大
キ
ず
ノ
萎
小
シ
、
歪
形
ト
ナ
リ
、
或
ハ
核
融
解
、
「
ピ
ク
ノ
ー
ぜ
」
等
ヲ
來
．
・
シ
、
時
二
細

　
　
胞
原
形
質
内
二
室
胞
ヲ
有
ス
ル
毛
ノ
ァ
リ
。
叉
工
面
乍
ラ
、
大
ナ
ル
島
二
大
小
不
同
ノ
核
ヲ
有
シ
細
胞
壁
在
ス
ル
ヲ
認
メ
ラ
ル
・
コ
ト
ァ

　
　
リ
、
而
シ
プ
、
以
上
ノ
帯
化
ハ
諸
ベ
プ
ノ
二
二
來
ル
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
ハ
勿
論
ニ
シ
ク
、
多
雪
ノ
正
常
ナ
ル
島
ノ
ウ
チ
ニ
混
在
ス
、
働
中
村

　
　
氏
ノ
人
類
糖
尿
病
患
者
ノ
膵
二
於
テ
観
察
サ
レ
タ
ル
多
歎
ノ
例
ノ
ゥ
チ
、
細
胞
核
ノ
大
小
ノ
差
著
シ
ク
、
且
ッ
細
胞
密
在
シ
テ
増
生
ノ
状

　
　
ヲ
呈
セ
ル
モ
ノ
ニ
樹
シ
ラ
氏
島
ノ
機
能
減
退
ヲ
補
ハ
ン
ト
ス
ル
細
胞
ノ
代
償
性
増
殖
力
或
バ
ラ
氏
島
ノ
腺
腫
様
増
生
ニ
シ
テ
機
能
的
ニ
ハ

　
　
母
岩
異
風
ヲ
呈
ス
ル
毛
ノ
ナ
ラ
ン
ト
論
ぜ
ラ
レ
タ
ル
ト
昏
々
相
落
シ
タ
ル
墾
化
ヲ
此
ノ
場
合
二
幅
ム
ル
毛
ノ
ニ
シ
タ
、
ラ
離
島
が
一
部
機

　
　
能
不
全
二
陥
リ
タ
ル
モ
ノ
此
レ
ヲ
補
ハ
ン
ト
シ
プ
機
能
充
進
一
機
能
異
状
ヲ
承
事
ル
モ
ノ
ヲ
混
ぜ
ル
モ
ノ
ナ
ル
が
如
シ
。
劃
照
例
第
一
例

わ
」
一
重
プ
ハ
機
能
不
全
ノ
状
ヲ
認
メ
ズ
シ
テ
軍
二
機
能
充
進
ノ
状
ノ
、
・
、
ヲ
認
ム
ル
モ
ノ
ニ
．
シ
プ
、
細
胞
ノ
憂
性
ヲ
來
セ
ル
モ
ノ
ハ
、
一
時
機

㈱
能
充
進
ノ
階
程
ヲ
響
・
到
達
セ
藷
馨
一
シ
糟
7
・
換
言
う
バ
恐
ラ
玄
・
過
勢
二
要
”
モ
ニ
シ
柔
謙
虚
婁
・
膵
ノ
潔

　
　
　
　
　
　
原
著
　
　
長
谷
川
肺
實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
關
ス
ル
知
見
骨
鋸
（
第
二
回
報
告
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
コ
ニ
ー
ー



（1S68＞

　
　
　
　
原
著
・
　
長
谷
川
1
1
實
瞼
的
膵
糖
尿
病
二
關
ス
〃
知
見
補
遺
（
第
二
回
報
告
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
＝
一
三
－

菖
ヨ
ル
、
漫
罵
増
加
ノ
外
二
更
一
二
定
ノ
負
極
ヲ
強
ヒ
ラ
レ
タ
ル
結
果
ナ
ル
ハ
明
カ
ナ
リ
。
而
シ
プ
、
其
ノ
負
憺
増
加
ハ
、
糖
ノ
大
量
輸

入
二
軍
ス
ル
、
膵
「
ホ
ル
モ
ー
ン
」
ノ
要
求
増
加
、
並
ビ
ニ
、
騰
重
増
加
二
因
ス
ル
、
全
身
組
織
ノ
、
「
ホ
ル
モ
ー
ン
」
要
求
増
加
ノ
ニ
者
二

士
ス
。
而
シ
ク
、
磯
重
ノ
増
加
ハ
何
レ
毛
著
シ
ク
膵
ト
騰
重
ト
ノ
比
率
ヲ
取
ル
ニ
、
龍
重
一
班
二
醤
シ
、
正
常
ノ
場
合
ハ
ニ
・
八
－
三
．
一
ノ

如
キ
儂
ヲ
示
ス
モ
、
本
書
瞼
例
二
野
タ
ハ
ニ
・
五
一
二
⊥
ハ
ニ
減
少
シ
、
膿
重
二
比
シ
テ
、
膵
ノ
重
量
比
較
的
二
品
ト
ナ
ル
、
即
チ
、
膿
重
ノ

増
加
掛
比
シ
’
ノ
膵
ノ
増
加
ヲ
來
サ
“
ル
モ
ノ
ニ
シ
タ
、
此
ノ
黙
ニ
モ
亦
園
外
増
加
ノ
原
因
が
存
ス
ル
毛
ノ
ト
考
ヘ
ラ
ル
。

三
、
實
験
成
績
総
括
並
二
絡
括
的
奥
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
あ
　
　
む
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
お
　
　
む
　
　
カ
　
　
わ

　
　
以
上
ノ
實
験
成
績
ヲ
総
括
ス
ル
ニ
實
験
例
モ
ト
ヨ
リ
多
藪
ト
云
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
毛
、
勘
ク
ト
毛
、
．
膵
ノ
約
％
ヲ
切
除
シ
、
創
傷
全
ク
治

　
カ
　
　
ぬ
　
　
ね
　
　
た
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
も
　
　
た
　
　
ぬ
　
　
ね
　
　
で
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
た
　
　
ヨ
　
　
う
　
　
な
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
あ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
モ
　
　
ぬ
　
　
マ
　
　
ぬ
　
　
ヰ
　
　
ち
　
　
も
　
　
あ
　
　
も
　
　
セ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
む
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
癒
シ
三
選
、
食
慾
極
メ
ク
良
好
ト
ナ
リ
タ
ル
後
一
一
二
箇
月
頃
ヨ
リ
、
濃
厚
ナ
ル
葡
萄
糖
溶
液
ヲ
連
日
皮
下
三
注
射
ス
ル
ト
キ
ハ
約
二
一

　
た
　
　
へ
　
　
し
　
　
セ
　
　
セ
　
　
カ
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
の
　
　
へ
　
　
も
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
キ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
　
　
　
へ
　
　
ね
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ね
　
　
カ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
た
　
　
む
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
で
　
　
る
　
　
カ
　
　
　
　
　
も
　
　
ら
　
　
も
　
　
ハ
　
　
ぬ
　
　
ち
　
　
な
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ぬ

．
三
箇
月
ニ
シ
ク
、
血
糖
、
糖
同
化
力
工
鍵
化
ヲ
摩
ス
。
」
即
チ
、
下
降
セ
シ
血
糖
量
ハ
漸
次
上
昇
シ
、
正
常
或
ハ
正
常
以
上
ト
ナ
リ
、
山
几
進

　
ゐ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
も
　
　
む
　
　
セ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
ね
　
　
セ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
む
　
　
サ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
る
　
　
ね
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
ヤ

　
セ
ル
糖
同
化
カ
バ
漸
次
正
常
或
ハ
正
常
以
下
ト
ナ
ル
。
カ
・
ル
モ
ノ
ニ
就
キ
組
織
呼
吸
、
臓
器
解
糖
作
用
ヲ
槍
ス
ル
ト
キ
の
、
一
般
二
輕

　
ね
　
　
へ
　
　
で
　
　
セ
　
　
も
　
　
を
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
る
　
　
ね
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
て
　
　
ミ
　
　
な
　
　
あ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
へ
　
　
も
　
　
め

　
度
ノ
山
几
進
ヲ
示
ス
屯
、
特
殊
臓
…
器
ノ
特
殊
攣
化
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
。

　
　
「
グ
リ
コ
グ
ー
ン
」
含
有
量
直
撃
メ
テ
輕
度
二
増
加
セ
ル
が
如
キ
毛
、
猫
正
常
範
團
内
二
在
り
。
組
織
學
的
二
膵
臓
昌
於
プ
、
ラ
氏
島
ノ

　
数
量
的
減
少
、
島
自
身
ノ
極
小
、
鍵
形
、
細
胞
核
ノ
濃
縮
、
崩
壊
、
膨
化
、
原
形
質
内
二
身
ケ
ル
察
胞
形
質
等
ヲ
讃
朋
ス
ル
モ
ノ
、
並
ビ

　
ニ
、
核
ノ
大
小
不
等
ア
リ
、
細
胞
密
在
セ
ル
モ
ノ
等
ヲ
正
常
島
組
織
ノ
間
二
混
在
セ
ル
毛
ノ
ァ
リ
。
實
質
閥
質
二
於
テ
一
嘗
化
ナ
ク
、
「
チ

　
毛
ゲ
ー
ソ
」
穎
粒
ヲ
有
ス
。
然
ル
ニ
働
ヒ
一
巡
二
慷
レ
バ
犬
二
親
タ
ハ
極
力
慢
性
ノ
膵
臓
炎
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
・
7
、
千
例
中
入
例
二
於
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
膵
臓
炎
ヲ
言
置
シ
ヲ
三
聖
リ
ト
鵜
ス
。
而
シ
タ
、
膵
ノ
部
分
的
切
除
後
壁
多
数
ノ
ラ
氏
島
ヲ
有
ス
ル
ニ
毛
不
拘
、
且
ッ
ラ
氏
島
二
解
剖
的

　
塗
化
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ニ
毛
不
拘
、
糖
尿
病
ト
ナ
ル
コ
ト
ァ
リ
。
カ
・
ル
事
實
ハ
人
類
二
於
テ
臨
床
上
此
レ
ヲ
謹
明
ス
ル
ヲ
以
プ
、

　
カ
・
ル
場
合
ニ
ハ
、
恐
ラ
ク
手
術
二
因
ス
ル
軽
愚
ニ
ョ
リ
プ
膵
臓
三
戸
衝
が
波
及
シ
ラ
氏
島
ヲ
侵
ス
ニ
到
レ
ル
轟
因
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
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